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1 は じ め に

国内で育成されたシロクローバ Crゎ″ιれ だのθれsI,)
の品種は,環境適応性に優れ,収量性,永続性等において

も海外育成品種より良好であるが,広 く普及するには至っ

ていない。シロクローバは種子生産が困難であり,種子の

供給量が不安定であることが国内育成品種の普及を遅らせ

ている大きな要因の一つとなっている。

そこで,本試験では,育成品種の種子収量を増加させる

栽培技術の確立と,種子生産性に優れた系統の作出を目指

して選抜を行う際の基礎的な知見を得ることを目的に,採

種初年度の種子収量と採種性関連特性の調査を行った。

2試 験 方 法

東北農試で育成されたシロクローバ 3品種 (ノ ースホワ

イト,マキパシロ,ミ ネオオハ)と ,海外育成 3品種 (フ

イア,カ リフォルニアラディノ,リ ーガル)を供試した。

平成 6年 8月 23日 に,東北農試圃場に30g/aの 播種量で

散播し,1区 6 nf(2m× 3m)の試験区を造成した。試

験区の配置は乱塊法を用い,各品種 4反復とした。基肥と

してN:0 7kg/a,P20ol1 8kg/a,K,0:0 7kg/aを

施した。開花期前にlm× lmの調査区を各試験区に2か

所ずつ設置した。開花した頭花の数を,開花始めの5月 25

日からほぼ開花終期に達した7月 20日 まで 1週間間隔で調

査した。すべての品種がほぼ開花盛期に至った6月 22日に,

各調査区から10頭花を採取し,1頭花当たりの小花数を調

査した。 1頭花から10小花ずつ,計 lllllイ 花ヽをとり,エ タ

ノール80%,酢酸10%,ホ ルマリン10%の固定液に浸漬後 ,

実体顕微鏡下で子房を切開し, 1小花当たりの胚珠数を調

査した。8月 9日 に調査区を刈取り,登熟した頭花の数を

調査した。各試験区について,収穫した頭花から1頭花当

たり10小花,計 100′ lヽ花を採取し,軟 X線装置を用いて 1

小花当たりの種子数を調査した。 (4ヽ花当たりの種子数/
胚珠数)× 100に より種子の登熟割合 (%)を算出した。

収穫した頭花は35℃に設定した通風乾燥器内で2日 間乾燥

した後脱粒・精選し,種子収量を調査した。精選した種子

から100friを とり (2反復),秤量して種子千粒重を算出し

た。

3 試験結果及び考察

図 1に ,各品種の開花頭花数を調査した結果を示した。

小～中葉型のノースホワイトとフイアは,6月 8日 に,中

～大葉型品種のうちマキバンロとカリフォルニアラディノ

は6月 15日 に,リ ーガルとミネオオハは6月 22日 に開花盛

期に達した。開花頭花数はノースホワイトが最も多く,フ

イア,マキバンロがこれに次ぎ,最も少なかったのはミネ

オオハであった。種子生産性の向上には,単位面積当たり

の頭花数を増加させることが重要であるが
L",今回の調

査では,ノ ースホフイト及びフイアの 2品種がこの特性に

優れていた。
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図 1 シロクローバ各品種の開花頭花数 (個/ピ )

表 1に各品種の採種性関連特陛の調査結果を示した。頭

花当たりの小花数は大葉型の品種が多かった。小花当たり

の胚珠数及び種子数は,フ イアとミネオオ
ハが他の品種よ

りやや多かったが,種子の登熱率は低く,小花当たりの胚

珠数の増加は,種子生産性向上には直接結びつかないもの

と考えられた。収穫時の面積当たりの登熟頭花数は,総開

花頭花数の多かったノースホワイトが最も多かった。図 1

に示した開花頭花数と収穫時の登熟頭花数の調査結果より,

各品種とも開花盛期の 2～ 3週間に開花した頭花が主に収

穫に貢献しているものと考えられた。種子千粒重は,品種

間に大きな差異は見られなかったが,ノ ースホワイトとフ
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イアの 2品種が他よりやや軽かった。種子収量が最も多かっ

たのはノースホワイトで,他の品種の2倍程度の収量があっ

た。 ミネオオハは,他の大葉型の品種に比較しても種子収
量が少なかった。

表 1 ンロクローバ各品種の採種性関連特性

品種名爛驀蹴 :i静 酬珈瀾
ノースホワイト

フイア

マキバシユ

カリフォルニア

ラディノ

リーガル

ミネオオハ

表 3 試験実施地 (盛岡)の気温 降水量及び日照時
間 (1995年 )

気温 (℃)    降水量   日照時間
最高   最低 (m) (h)

位7  508  248  488  10790  0お   鰤 0
619  616  272  

“

2  4210  0“   158
m0  433  2“   

“

8  3800  062  1■ 4 (277)    (195)     (1619)     (2050)

5月

6月

7月

8月

(186) (72) (787) (1785)
211     125

2024

935 1649
(220) (128) (1041) (1935)
263      173       1780       2035

(248)    (172)     (1808)     (2270

190       89       1040

262      189      4710 1401

LSD(5%)

(1%)

表 2に ,調査した各形質問の相関係数を示した。種子収

量との間に最も高い正の相関を持つのは登熟頭花数 (r=
0999)であった。逆に千粒重と頭花当たりの小花数は ,

登熟頭花数並びに種子収量との間に高い負の相関を示した。

頭花当たりの小花数と種子千粒重は,種子収量の重要な構

成要素であるが0,こ れらを重視した選抜による系統の育

成は,結果的に種子収量の減少を招く可能性が高いことが

示唆された。

種子生産性を改良するためには,今回調査した種子生産

性関連形質の中でも,収穫時の単位面積当たりの登熟頭花

数を増加させることが最も重要であることが明らかになっ

た。

表2 各調査形質問の相関係数

注 ()内 は過去Ю年間の平均値

4 ま と め

シロクローバ国内育成品種の普及を遅らせる要因の一つ

となっている種子生産性の低さを改善する栽培技術の確立

と,種子4産性に優れた系統の作出を目指して選抜を行う
際の基礎的な知見を得ることを目的に,採種初年度の種子

収量と採種性関連特性の調査を行った。

その結果,種子収量を増加させるには,収穫時の単位面

積当たりの登熟頭花数を多くすることが必要で,そのため

には,多 くの頭花を短期間に開花させる特性が重要である

ことが示された。また,頭花当たりの小花数及び種子千粒

重を増加させると,単位面積当たりの登熟頭花数が減少し,

結果的に種子収量の低下を招くことが明らかになった。

また,今回供試した品種では,ノ ースホワイトが最も種

子生産性に優れ,国際的な標準品種のフイアに比較して 2

倍以上の収量を示した。
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小花数 胚珠数 種子数 種 子
/頭花 /71ヽ花 //1ヽ花 登熟率

胚珠数/小花  0670
種子数/ 花ヽ   0167  0487
種子登熱率   0848 -0%8 -0084
登熟轍   -0%2 0077-0494 0379
種吾 粒重  0961-0604 0089 0743-0839
電子収畳   -0750  0055 -0517 -0362  0999 -0822

ンロクローバの種子生産は,開花・登熟期の気象条件に

よって大きく影響される
.)。
表 3に 1995年の開花～種子登

熟期 (5月 ～8月 )の気象データを示した。1995年の期間

中の気象は,概ね平年並みに推移したが,種子収穫期の 7

月末～8月 上旬にかけて降水量が特に多く,種子収穫期が

予定より遅れるとともに,頭花の倒伏と頭花発芽が多く観

察された。特に頭花当たりの小花数が多い大葉型の系統は

倒伏が多発する傾向があった。今後,頭花の倒伏とそれに

引き続いて発生する頭花発芽が種子収量に与える影響につ

いて調査する必要があると考えられる。

登 熟 種 子

頭花数 千粒重
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